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１ 

平成 21 年・第 2 回稚内市議会定例会の開催にあたり、7 項 

目につきまして一般行政報告をいたします。 

◎ 第１点目は、「開業医の誘致について」であります。 

かねてから、地域の医療体制の充実を図ることを目的 

として開業医誘致に積極的に取り組んでまいりましたが、 

この度、新たな開業医を迎えることができる見込みとな 

りましたので報告致します。 

開院される方は本市出身で、氏名は西岡健吾（にしお 

か けんご）氏、34 歳、旭川医科大学医学部を卒業後、 

現在は道内自治体病院に勤務されております。 

開設する診療科は「整形外科」で、場所は稚内禎心 

会病院横の栄 5 丁目、着工時期は今年 7 月頃からであ 

り、開院は来年 5 月頃の予定となっております。 

先月 21 日、開業医誘致条例に基づく助成制度の申請 

書及び関係書類がご本人から提出され、今月５日に申



２ 

請書類等の審査のため開業医誘致助成審査委員会の開 

催を予定しており、この審査委員会の審査結果を受け 

助成を決定することとなっております。 

今定例会へ関連予算を上程しているところであり、 

円滑な開院に向け支援してまいりたいと考えておりま 

す。 

今後におきましても、 本市出身者を中心に本制度を発 

信・ＰＲしながら、地域医療に関心のある医師の誘致に 

ついて積極的に取り組んでまいります。



３ 

◎ 第２点目は、「稚内市高齢者保健福祉計画・第 4 期稚 

内市介護保険事業計画の答申について」であります。 

本計画は、老人福祉法の規定に基づく「老人福祉計画」 

及び介護保険法の規定に基づく「介護保険事業計画」を 

一体化した計画であり、介護保険を含めた高齢者の保健 

福祉全般にわたる総合的な計画であります。 

介護保険制度は平成 12 年に施行されて以来、社会全 

体で介護を必要とする方々を支える制度として定着して 

きている一方、要介護状態の発生や悪化を未然に防ぐこ 

とを目的とした「予防重視型」への転換が図られており 

ます。 

この度、現行の計画が平成 20 年度をもって終了する 

ことから、新たに平成 21 年度を初年度とする「稚内市 

高齢者保健福祉計画・第４期稚内市介護保険事業計画」 

を策定するものであります。 

計画案の策定にあたりましては、市民及びサービス利



４ 

用者等を対象としたアンケート調査の実施をはじめ、前 

期計画に対する利用実績の検証を行なうとともに、稚内 

市介護保険運営協議会への諮問を行い、慎重な審議を経 

て答申を受けたところであります。 

両計画は、本定例会に上程しており、議決後において 

は、高齢者の方々がより生き生きと安心して暮らせるよ 

う、安定的かつ効果的な制度の運営と、安心で質の高い 

サービス提供がなされるよう努めてまいります。



５ 

◎ 第３点目は、「家庭系ごみ有料化に向けた対策状況につ 

いて」であります。 

家庭系ごみ有料化がいよいよ来月に迫っており、 その対 

策状況について報告させていただきます。 

有料化にあたっては、広報 9 月号と一緒に、周知用の 

チラシを全戸に配布したほか、町内会や各企業などに出 

向いて説明会を開催し、周知を徹底しております。 

更には、各家庭における適正サイズを確認していただ 

くため、試行用ごみ袋を 2 月末までに全戸配布いたしま 

した。 

指定ごみ袋は、市内スーパーやコンビニなどに取り扱 

いを委託しますが、 2 月末現在約 70 店舗との契約が済み、 

ごみ袋の交付体制など実施に向けた準備は滞りなく進ん 

でおります。 

なお、有料化にあたっての一番の懸念が、ごみステー



６ 

ションへの大量排出や、便乗して排出される大型ごみの 

処理などの問題であります。 

このため、生活福祉部内に「有料化対策本部」を設置 

し、職員が一丸となって、ステーションの巡視、不適切 

排出ごみの回収にあたる体制を整えているところです。 

最後に、直接ごみ処分場にごみを搬入される市民のご 

要望にお応えするため、今月 8 日から今月末までの日曜 

日については、ごみ処分場を開場し、受入することとし 

ております。 

4 月 1 日からの有料化開始やその間に至る対応につい 

ては、万全な態勢で臨んでまいります。



７ 

◎ 第４点目は、「学校給食費の改定について」でありま 

す。

教育委員会は、 学校給食を取り巻く様々な状況の変化、 

また諸物価の急激な高騰から、これまで 10 年間据え置 

いてきた現行単価では、学校給食を充実した内容で安定 

的に提供していくことが困難であることから、学校給食 

センター運営委員会に給食費の改定を諮問いたしました。 

運営委員会の答申では、増額改定は止むを得ないもの 

としながらも、現下の経済情勢から、改定幅の圧縮に最 

大限努力するよう要請されました。 

この答申を受け、その後も益々悪化していく経済や生 

活環境など、多面にわたり、慎重な検討を重ねた結果、 

一食当りの給食費の単価を平成 21 年４月分から、 

小学校 236 円を 249 円に 

中学校 273 円を 289 円に 

幼稚園 203 円を 214 円に改定することを決定いたし 

ました。



８ 

厳しい経済状況が続くなか、保護者の皆様にご負担願 

うことになりますが、学校給食が担っている大きな使命 

や責任である安全で安心な給食の提供はもとより、笑顔 

がこぼれるような楽しく、おいしい学校給食を引き続き 

提供できるように、 一層の努力を積み重ねてまいります。



９ 

◎ 第５点目は、「稚内駅前再開発事業の進捗状況につい 

て」であります。 

再開発組合についてでありますが、昨年 12 月９日に 

稚内駅前地区市街地再開発組合の設立総会が開催され、 

再開発事業の実施主体としての再開発組合が正式に発足 

したところであります。 

組合では、去る１月 13 日に実施設計及び権利変換計 

画書作成業務の入札を終え、先月 24 日に組合の臨時総 

会を開催し、権利変換計画案が承認されました。 

現在、本市を通して北海道へ権利変換計画の認可申請 

手続きを行っているところであり、道から承認されしだ 

い、今年度中に再開発事業区域内の権利者に対する本年 

度分の補償金の支払いを終える予定です。 

さらに、新年度早々に再開発ビル建設予定地での支障 

物件２件の除却を行い、７月頃から再開発ビル建設の第 

１期工事としてバスターミナルや小売店舗部分、映画館 

部分の建設に着手することとなっております。



１０ 

◎ 6 点目は、「稚内・食の委員会」についてであります。 

本市を訪れる観光客の満足度向上を目指す取組の一つ 

として、平成 19 年度に、本市をはじめ観光関連企業な 

どで構成する「稚内・食の委員会」を発足させ、これま 

で 2 年間にわたり本市の「食」の魅力を活かすための研 

究、開発に取り組んでいただきました。 

食の委員会では、札幌から専門家を招きながら、これ 

まで様々な素材を試し、試食会などを経て、具体的なメ 

ニュー開発を進めてまいりました。 

このたび同委員会から、 その成果として、「タラ」 と「ワ 

ラヅカ」を原料とした「すりみ」を活用した「ネオ・す 

りみ丼」を、ご当地メニューに決定したいとの報告を受 

けました。 

「ネオ」は「新しい」という意味を持つ言葉ですが、 

市民に馴染みの深い「すりみ」を、新しい発想でメニュ 

ー化したものです。



１１ 

今後の予定といたしましては、来る３月 29 日に、市民 

の皆様へのお披露目として試食会を開催するほか、市内 

の飲食店やホテル・旅館などが総ぐるみで取り組み、観 

光客の皆様にも提供していく予定です。 

本市としても、2 年の歳月をかけ、試行錯誤し開発さ 

れた「わっかないネオ・すりみ丼」を、市民の皆様に愛 

される新しい名物料理として定着させるとともに、最北 

観光の新しい魅力として全国に情報発信し、新たな観光 

資源として活用してまいりたいと考えております。



１２ 

◎ 最後に、本年度、創設いたしました「稚内市日本のてっ 

ぺん応援基金」の寄附状況について、報告させていただき 

ます。 

「てっぺん応援基金」につきましては、「東京稚内会」や 

「札幌稚内クラブ」など、本市に関わりの深い団体や、本 

市のまちづくりを応援していただく皆様のご協力をいただ 

き、平成 21 年 1 月末現在で、70 件、約 370 万円の寄附を 

いただいております。 

内訳といたしましては、「教育及び少子化対策に関する事 

業」12 件、「国内及び国際の交流に関する事業」9 件、「福 

祉及び医療に関する事業」20 件、「環境、新エネルギー及 

び省エネルギーに関する事業」8 件、「地場産業の振興に関 

する事業」13 件、「文化及びスポーツの振興に関する事業」 

8 件でございます。 

これらの寄附金の中から、平成 21 年度につきましては、 

「国内及び国際の交流に関する事業」と、「文化及びスポー 

ツの振興に関する事業」の寄附金、合計 55 万円を、明年度



１３ 

実施する「メモリアル事業」に充当させていただきます。 

このほか、4 つの事業の寄附金につきましては、積み立て 

を継続し、明年度以降、志に沿った事業に充当してまいり 

ます。 

寄附してくださった方々には、私からお礼のメッセージ 

を送付させていただくほか、本市の近況を報告するため、 

一年間、広報紙をお届けすることとしております。 

また、寄附金の充当事業につきましても、市ホームペー 

ジや広報紙において掲載するとともに、寄附者に報告する 

予定であります。 

今後も引き続き、本市の「個性豊かで活力あるまちづく 

り」に対するご協力をお願い申し上げます。 

以上、7 項目をご報告申し上げ、私の一般行政報告とさせて 

頂きます。有難うございます。


